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梗　

概

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
は
ス
ペ
イ
ン
風
邪
流
行

後
と
同
じ
く
、
世
界
の
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
主
流
か
ら
凋
落
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
現
在
の
生
活
を
支

え
る
一
部
で
あ
り
放
棄
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
よ
っ
て
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
に
お
い
て
世
界
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
無
き
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

と
向
か
い
合
う
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
は
ス
ペ
イ
ン
風
邪
流
行
後
の
よ
う
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
が
世
界
を
席
巻
す
る
可
能
性
は
低
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
拡
大
す
る
思
想
で
あ
る
が
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お

い
て
ネ
イ
シ
ョ
ン
は
拡
大
す
る
余
地
が
な
い
ほ
ど
固
ま
っ
て
い
る
か
ら

だ
。そ
の
代
わ
り
、ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で
主
流
と
な
る
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

は
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
構
成
員
を
守
る
も
の
で
あ
る
。CO

V
ID

-19

流
行
以

前
に
起
き
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
誕
生
や
フ
ラ
ン
ス
国
民
戦
線
の
台
頭

等
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
構
成
員
保
護
は
流
行
の
兆
し
を
見
せ
て
い
た
。
こ

の
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
保
護
を
第
一
と
す
る
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
に
変
わ
る
主
流
と
な
る
と
考
え
ら
れ
、
本
論
で
は
「
国
内
主

義
」
と
定
義
し
て
い
る
。

国
内
主
義
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
不
安
と
反
発
に
よ
っ

て
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で
は
急
激
に
拡
大
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
だ

が
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
も
は
や
世
界
か
ら
切
り
離
す
こ
と
は

難
し
く
、
国
内
主
義
に
よ
っ
て
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
守
ろ
う
と
す
る
国
家
は

互
い
に
協
定
を
結
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
経
済
的
・
政
治
的

に
保
護
し
よ
う
と
す
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
と
は
違
い
、
流
動
的
に
ネ
イ

シ
ョ
ン
が
条
約
を
結
ん
で
い
く
こ
と
で
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を

動
か
し
つ
つ
、
多
国
籍
企
業
な
ど
に
よ
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
構
成
員
の
損

失
を
防
ぐ
で
あ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
る
。

本
邦
も
国
内
主
義
に
よ
っ
て
変
わ
る
世
界
の
中
で
、
軍
事
的
・
生
産

的
・
経
済
的
に
変
革
を
強
い
ら
れ
る
。
国
防
を
よ
り
多
角
的
に
し
、
農

業
を
盛
ん
に
し
、
産
業
の
国
内
回
帰
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
予
測

さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
本
邦
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
に
よ
っ
て
ネ

イ
シ
ョ
ン
の
最
低
限
の
生
存
を
保
証
し
な
が
ら
、
流
動
的
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
目
指
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

１
．�

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
終
わ
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と�

終
わ
ら
な
い
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

「
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
」
と
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
地

球
を
一
つ
の
共
同
体
と
し
て
い
く
思
想
で
あ
る
。
そ
し
て
、
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
有
史
以
前
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
絶
え
間
な

く
、
発
展
と
退
化
を
繰
り
返
し
な
が
ら
行
わ
れ
る
世
界
の
一
体
化
、
諸

地
域
間
の
分
業
シ
ス
テ
ム
だ
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は

第
二
次
世
界
大
戦
（
以
下
「
W
W
Ⅱ
」
と
す
る
）
終
結
ま
で
は
、
制
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度
的
・
技
術
的
・
資
本
的
に
真
の
意
味
で
全
世
界
に
広
が
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
だ
が
、
W
W
Ⅱ
後
に
国
家
間
の
貿
易
の
ル
ー
ル
が
国
際
的

に
統
一
さ
れ
た
こ
と
で
制
度
的
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
各
種
技
術
の

発
達
で
思
考
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
小
さ
く
な
っ
た
こ
と
で
技
術
的
に
、
多

国
籍
企
業
の
巨
大
な
資
本
に
よ
っ
て
資
本
的
に
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
は
世
界
規
模
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

が
経
済
の
発
展
を
促
す
こ
と
で
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
国
家
の
政
治
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
の
主
流
に
な
っ
た
。

だ
が
、
そ
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
時
代
は
2
0
1
9
年
に
生
じ
た

中
国
武
漢
が
発
祥
と
い
わ
れ
るC

O
V

ID
-19

（
以
下
「
新
型
コ
ロ
ナ
」

と
す
る
）
の
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
終
わ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
何
故
な
ら
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
流
行
し
た
ス
ペ
イ
ン
風
邪
以

後
（
以
下
「
ポ
ス
ト
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
と
す
る
）
と
同
じ
こ
と
が
起
き

る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。
ス
ペ
イ
ン
風
邪
出
現
以
前
、
世
界
経
済
は

一
体
化
を
進
め
て
い
た
。
だ
が
、
ポ
ス
ト
ス
ペ
イ
ン
風
邪
で
は
世
界
の

一
体
化
が
政
治
的
に
放
棄
さ
れ
、
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
の
時
代
に
な
り
、

W
W
Ⅱ
の
遠
因
と
な
っ
た
。
そ
の
傍
証
の
一
つ
と
し
て
、1
9
1
3
年

の
貿
易
統
合
度
は
1
9
1
8
年
か
ら
1
9
2
0
年
に
始
ま
っ
た
ス
ペ

イ
ン
風
邪
に
よ
っ
て
下
が
っ
た
後
、1
9
8
0
年
代
ま
で
回
復
し
な

か
っ
た1

。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
、
同
じ
よ
う
に
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
が
停
滞
す
る
可
能
性
は
高
い
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
は
W
W
Ⅱ

に
よ
っ
て
世
界
の
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
主
流
に
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

に
よ
っ
て
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
主
流
か
ら
凋
落
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。以

上
の
理
由
に
よ
っ
て
、1
9
4
5
年
か
ら
2
0
1
9
年
ま
で
世

界
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
時
代
で
あ
る
と
著
者
は
考
え
て
い
る
。（
以

下
、1
9
4
5
年
か
ら
2
0
1
9
年
ま
で
を
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の

時
代
」
と
す
る
）

だ
が
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
は
終
わ
ら
な
い
。

W
W
Ⅱ
後
か
ら
急
激
に
進
ん
だ
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
も
は

や
世
界
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。
先
進
国
の
貿
易
量
の
変
化
は
少
な
い

が
、
新
興
国
の
貿
易
量
は
10
年
で
2
倍
に
な
っ
て
い
る2

こ
と
か
ら
わ
か

る
通
り
、
人
類
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
放
棄
す
る
こ
と
は
非
常

に
難
し
い
。

よ
っ
て
、
著
者
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
世
界
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
無
き
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
向
か
い
合
う
時
代
と
な
る
と
考
え

る
。本
論
で
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
世
界
が
変
化
し
、

ど
の
よ
う
な
思
考
が
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
代
わ
る
か
を
考
察
し
、
本
邦

の
と
る
べ
き
方
針
に
つ
い
て
論
じ
る
。

２
．�
新
型
コ
ロ
ナ
が
破
壊
す
る
世
界
秩
序
と�

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

米
国
の
政
治
学
者
イ
ア
ン
・
ブ
レ
マ
ー
が
提
唱
し
た
G
0
と
い
う
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概
念
が
あ
る
。
米
国
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る

た
め
の
コ
ス
ト
に
よ
っ
て
凋
落
し
、
米
国
に
代
わ
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
・

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
国
が
存
在
し
な
く
な
る
時
代
の
こ
と

だ
。イ

ア
ン
・
ブ
レ
マ
ー
の
予
測
で
は
、
G
0
時
代
は
ア
メ
リ
カ
が
グ

ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
た
め
の
コ
ス
ト
の
拡
大
に
よ
る

財
政
圧
迫
で
緩
や
か
に
到
来
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
に
よ
っ
て
G
0
の
到
来
は
予
測
よ
り
も
急
激
に
訪
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
は
米
国
失
業
率
を
約
4
％
か
ら
約
15
％
ま
で
上

昇
さ
せ3

、
中
国
最
大
の
精
肉
会
社
を
倒
産
さ
せ
た4

。
こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
根
幹
で
あ
る
人
・
物
・
金
の
流
れ
が
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
っ
て
止
ま
っ
て
し
ま
い
、
世
界
規
模
の
不
況
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
に

よ
る
ジ
ャ
グ
デ
ィ
ー
シ
ュ
・
バ
グ
ワ
テ
ィ
ー
が
論
じ
た
よ
う
に
、
世
界

秩
序
は
経
済
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る5

の
で
、
世
界
規
模
の
不
況
は

世
界
秩
序
を
揺
る
が
す
。

疫
病
に
よ
っ
て
生
じ
た
不
況
が
世
界
秩
序
を
変
え
た
と
い
う
事
例
に

は
、
前
述
し
た
よ
う
に
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
事
例
が
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
風

邪
に
よ
っ
て
生
じ
た
不
況
が
金
本
位
制
を
放
棄
さ
せ
、
ブ
ロ
ッ
ク
経
済

を
生
み
出
し
、国
際
分
業
の
解
体
を
通
じ
て
経
済
に
悪
影
響
を
与
え
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
経
済
と
は
、
本
土
と
植
民
地
を
一
体
化
し
た
一
つ
の
経
済
圏

と
し
て
扱
い
、
経
済
圏
単
体
の
内
部
で
経
済
を
完
結
さ
せ
る
と
い
う
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
を
推
し
進
め
る
た
め
、
ポ
ス
ト
ス
ペ

イ
ン
風
邪
の
国
家
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
推
し
進
め
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
と
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
統
一
、
独
立
、
発
展
を
志
向
し
、
推
し
進
め

る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
及
び
運
動6

で
あ
る
。
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
は
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
心
に
描
か
れ
た
想
像
の
政
治
共
同
体
で
あ
る7

、
と
論
じ
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
。
よ
っ
て
、
本
論
に
お
い
て
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
は
共
存
で
き
る

と
考
え
合
っ
て
い
る
人
間
の
政
治
共
同
体
と
定
義
す
る
。
ポ
ス
ト
ス
ペ

イ
ン
風
邪
に
お
い
て
国
家
は
ブ
ロ
ッ
ク
と
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
同
一
視
さ

せ
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
拡
大
を
肯
定
す
る
こ
と
に
よ
り
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム

か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
国
家
の
軸
を
変
え
た
。
例
と
し
て
大
日
本
帝

国
を
挙
げ
る
と
、
大
日
本
帝
国
と
い
う
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
中
国
・

朝
鮮
半
島
と
は
日
本
と
い
う
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
し
て
取
り
込
む
べ
き
ネ
イ

シ
ョ
ン
で
あ
る
。

で
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
政
治
的
な
主

流
と
な
る
か
と
考
え
る
と
、
著
者
は
そ
れ
を
否
定
す
る
。
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
に
お
い
て
は
ポ
ス
ト
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
よ
う
な
帝
国
主
義
的
な
拡
張

政
策
を
行
う
こ
と
で
統
一
す
べ
き
ネ
イ
シ
ョ
ン
が
存
在
し
な
い
か
ら
で

あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
時
代
を
経
て
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
は
構
築
さ
れ

た
。
日
本
を
例
に
す
る
と
、
政
府
か
ら
国
民
ま
で
、
日
本
と
い
う
ネ
イ

シ
ョ
ン
に
と
っ
て
の
中
国
・
朝
鮮
半
島
は
協
調
・
対
立
を
繰
り
返
す
別

の
ネ
イ
シ
ョ
ン
で
あ
っ
て
、
取
り
込
む
べ
き
ネ
イ
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
は

み
な
し
て
い
な
い
。

更
に
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
時
代
に
お
い
て
国
家
の
民
族
的
・
文
化
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的
な
政
治
共
同
体
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
は
別
に
、
民
族
や
文
化
を
超
越
し

た
人
間
す
べ
て
が
共
存
で
き
る
と
考
え
合
う
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
な
ネ
イ

シ
ョ
ン
も
登
場
し
た
。
即
ち
、地
球
が
一
つ
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
（
以
下
「
全

地
球
的
ネ
イ
シ
ョ
ン
」
と
す
る
）
で
あ
る
と
い
う
考
え
だ
。
全
地
球
的

な
ネ
イ
シ
ョ
ン
は
国
際
連
合
が
保
有
す
る
軍
事
的
・
経
済
的
な
制
裁
能

力８
・
９に
よ
る
制
度
的
な
ま
と
ま
り
と
多
国
籍
企
業
に
よ
る
世
界
の
流
通
の

一
体
化
に
よ
っ
て
発
生
し
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
裏
打
ち
さ
れ

た
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
中
核
と
な
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
こ
の
全

地
球
的
な
ネ
イ
シ
ョ
ン

に
、
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
等
地
域
的
ネ
イ

シ
ョ
ン
や
、
欧
州
の

E
U
、
東
南
ア
ジ
ア
の

A
S
E
A
N
、
ア
フ
リ

カ
大
陸
の
A
U
、
全

地
球
的
な
イ
ギ
リ
ス
連

邦
な
ど
国
と
し
て
の
ネ

イ
シ
ョ
ン
を
飛
び
越
え

た
組
織
的
ネ
イ
シ
ョ
ン

（
表
1
）
が
多
重
的
に

包
括
さ
れ
て
い
る
。（
図

1
）
D
R
コ
ン
ゴ
は

地
域
的
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
し
て
ア
フ
リ
カ
に
属
し
、
ア
フ
リ
カ
は
地
域
的

ネ
イ
シ
ョ
ン
が
そ
の
ま
ま
組
織
的
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
A
U

に
包
括
さ
れ
る
。
ま
た
、
D
R
コ
ン
ゴ
は
フ
ラ
ン
コ
フ
ォ
ニ
ー
国
際

機
関
と
い
う
組
織
的
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
所
属
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
D
R

コ
ン
ゴ
は
ア
フ
リ
カ
・
A
U
と
い
う
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
共
有
し
て
い
る

ケ
ニ
ア
と
は
フ
ラ
ン
コ
フ
ォ
ニ
ー
と
い
う
ネ
イ
シ
ョ
ン
が
異
な
り
、
フ

ラ
ン
コ
フ
ォ
ニ
ー
と
い
う
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
共
有
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
と

は
ア
フ
リ
カ
と
い
う
ネ
イ
シ
ョ
ン
が
異
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
多
重

表１　地域的・組織的なネイションの例

組織名 参加国 補足

EU 27 欧州の政治的・経済的連合

ASEAN 10 東南アジアの政治的・経済的連合

AU 55 アフリカの政治的・経済的連合

OAS 35 アメリカ大陸の政治的連合

SAARC 8 南アジアの地域協力組織

PJF 18 太平洋地域の地域協力組織

イギリス連邦 54 旧英国のまとまり

図１　�DRコンゴを例とした多重的に包括されている�
ネイションの例
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的
な
ネ
イ
シ
ョ
ン
は
全
て
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
担
保
さ
れ
た
全
地
球

的
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
包
括
さ
れ
て
い
る
。

ポ
ス
ト
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
お
け
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
は
拡
張
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
一
方
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
時
代
に
お
い
て
極
め
て
確
固
な

国
家
と
い
う
ネ
イ
シ
ョ
ン
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
同
時
に
国
家
と
い
う

ネ
イ
シ
ョ
ン
を
地
域
的
・
組
織
的
ネ
イ
シ
ョ
ン
が
多
重
的
に
包
括
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
国
家
と
い
う
ネ
イ
シ
ョ
ン
が
確
固
で
あ
る
の
で
ネ
イ

シ
ョ
ン
を
拡
大
・
統
一
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お

い
て
主
流
に
は
な
り
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
政
治
的
思
想
が
主
流

に
な
る
か
を
考
え
る
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
重
視
さ
れ
る
要
素
と

し
て
、
国
家
と
い
う
ネ
イ
シ
ョ
ン
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
回
の
新
型
コ
ロ

ナ
を
封
じ
込
め
る
た
め
に
、
各
国
は
人
権
侵
害
と
非
難
さ
れ
る
行
為
を

行
っ
た
。
例
と
し
て
、
欧
州
で
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
反
発
し
た
暴
動
を
鎮

圧
し
た
件
や

11
・
10

、
ロ
シ
ア
で
封
鎖
違
反
し
た
若
者
を
射
殺
し
た
件12

な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
が
あ
ま
り
批
判
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
人
権

尊
重
よ
り
も
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
構
成
員
を
守
る
こ
と
を
世
論
が
重
視
し
た

か
ら
だ
。
な
の
で
、
ポ
ス
ト
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
お
い
て
は
ネ
イ
シ
ョ
ン

と
ブ
ロ
ッ
ク
を
同
一
視
さ
せ
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
拡
大
さ
せ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
構
成

員
を
保
護
す
る
こ
と
が
主
流
と
な
る
。
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
構
成
員
を
保
護

す
る
た
め
に
は
、
既
存
の
国
際
的
な
ル
ー
ル
が
無
視
さ
れ
る
こ
と
も
増

え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
全
地
球
的
ネ

イ
シ
ョ
ン
は
崩
壊
す
る
。
国
際
的
な
秩
序
を
守
る
よ
り
も
、
ネ
イ
シ
ョ

ン
の
構
成
員
を
守
る
た
め
に
政
府
が
動
く
よ
う
に
な
り
、
国
民
も
そ
れ

を
是
と
す
る
か
ら
だ
。

以
上
よ
り
、ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
主
流
と
な
る
政
治
的
思
想
は
、

非
拡
張
的
故
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
は
な
く
、
国
家
に
忠
誠
を
抱
く
の

で
は
な
く
保
護
を
求
め
る
の
で
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
で
は
な
く
、
地
方

自
治
で
は
な
く
全
ネ
イ
シ
ョ
ン
的
な
対
応
を
求
め
る
の
で
リ
ー
ジ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
と
は
違
う
も
の
に
な
る
。
即
ち
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
構
成
員
の
保

護
を
主
流
と
し
、
世
界
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を

全
地
球
的
な
ル
ー
ル
で
は
な
く
ネ
イ
シ
ョ
ン
ご
と
の
交
流
で
動
か
し
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
依
存
度
を
下
げ
て
い
く
主
義
で
あ
る
。
本

論
で
は
、
こ
の
主
義
を
「
国
内
主
義
」
と
定
義
す
る
。

３
．
国
内
主
義
と
は

結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
国
内
主
義
は
勃
興
し

て
い
た
。
仏
国
に
お
け
る
国
民
連
合
の
台
頭
、2
0
1
6
年
の
米
国
に

お
け
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
誕
生
を
例
と
し
て
説
明
す
る
。

国
民
連
合
は
合
法
的
な
移
民
の
数
を
減
ら
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
伝
統
回

復
を
目
的
と
し
た
政
策
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
構

成
員
を
保
護
す
る
も
の
だ
。
国
民
連
合
が
急
激
に
勢
力
を
伸
ば
し
た
理



─ 22 ─

由
と
し
て
、
ジ
ャ
ン=

マ
リ
ー
・
ル
・
ペ
ン
の
時
代
は
ネ
イ
シ
ョ
ン

の
構
成
員
す
ら
排
除
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
マ
リ
ー
ヌ
・
ル
・
ペ
ン

は
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
構
成
員
を
積
極
的
に
保
護
す
る
よ
う
に
転
換
し
た13

か

ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ト
ラ
ン
プ
が
掲
げ
た
国
内
へ
の
産
業
回
帰
と
い
う
ア
ン
チ
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
政
策
と
、
不
法
移
民
の
規
制
と
合
法
的
な
移
民
の
賃
金

の
保
証
と
い
う
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
構
成
員
の
保
護14

こ
そ
が
2
0
1
6
年

の
勝
因
で
あ
り
、
対
新
型
コ
ロ
ナ
の
医
療
政
策
に
失
敗
し
ネ
イ
シ
ョ
ン

の
構
成
員
を
守
れ
な
い
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
が
2
0
2
0
年
の
敗
因

で
あ
る
。
バ
イ
デ
ン
政
権
は
未
知
数
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
大
統
領

選
に
お
け
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
お
い
て
、
バ
イ
デ
ン
は
ト
ラ
ン
プ
よ

り
も
新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
構
成
員
を
守
る
と
い
う
姿
勢
を

見
せ
て
い
た
。

上
記
の
二
例
の
共
通
点
と
し
て
ア
ン
チ
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

と
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
構
成
員
の
保
護
と
い
う
国
内
主
義
が
あ
る
。
現
在

世
界
で
は
国
内
主
義
的
な
政
権
や
政
党
が
生
ま
れ
て
い
る
（
表
2
）。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
主
導
国
無
き
G
0
時
代
に
な
り
、
国
内

主
義
の
時
代
が
来
る
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
重
要
な
要
素
と
な
る

の
が
ネ
イ
シ
ョ
ン
だ
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
、
政
治
家
や
企
業
は

常
に
国
民
か
ら
「
お
前
は
我
々
と
同
じ
ネ
イ
シ
ョ
ン
な
の
か
？
」
と
問

わ
れ
続
け
る
。
そ
し
て
、
政
治
家
や
企
業
は
常
に
「
我
々
は
国
民
と
同

じ
ネ
イ
シ
ョ
ン
で
あ
る
」
と
示
し
続
け
る
こ
と
で
支
持
さ
れ
る
の
だ
。

表 2　近年台頭している国内主義的な政治家・政党例

人名・政党名 国 役職・立ち位置
（2021 年時点） 国内主義的な政策・功績の例

ドナルド・トランプ アメリカ 45 代大統領 アメリカン・ファースト政策

国民連合 フランス 野党 反移民・福祉の充実化・
フランスの文化重視

ロドリゴ・ドゥテルテ フィリピン 16 代大統領 フィリピンの秩序回復を
最優先にした政策

法と正義 ポーランド 与党 経済的に立ち遅れた
ポーランド東部の保護

ヨーロッパ発展のための 
ブルガリア市民 ブルガリア 与党 ブルガリアの犯罪や

汚職の撲滅・社会安定

スイス国民党 スイス 与党 反移民

フィデス＝ハンガリー 
市民同盟 ハンガリー 与党 反移民・反グローバリゼーション

ボリス・ジョンソン イギリス 77 代首相 EU 離脱など反グローバリゼーション
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シ
ョ
ン
の
弊
害
で
あ
る
。

よ
っ
て
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
、
経
済
的
に
国
内
に
回
帰
し
、

一
国
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
で
可
能
な
限
り
経
済
を
回
せ
る
よ
う
に
し
な
が
ら

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
付
き
合
う
国
家
体
制
を
志
向
す
べ
き
で
あ

る
。
こ
れ
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
構
成
員
の
保
護
を
う
た
う
国
内
主
義
と
合

致
す
る
。

ま
た
、
政
治
的
に
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
対
抗
し
て
国
内
主
義
が
勃

興
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
国
内
主
義
的
政
策
と
し
て
、
ア
ン
チ
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
政
党
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
政
党
の
政
策
を
例

示
す
る
。

ア
ン
チ
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
政
党
と
し
て
、
日
本
共
産
党
が
近

年
掲
げ
る
左
翼
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
例
に
出
す
。
左
翼
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
と
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
逆
で
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
構
成
員
を
保
護

し
て
い
く
内
向
き
思
想
で
あ
る
。
日
本
共
産
党
が
掲
げ
る
政
策17

を
見
る

と
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
内
部
の
格
差
を
小
さ
く
し
労
働
環
境
の
改
善
を
す
る

こ
と
、
医
療
問
題
の
充
実
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
政
策
は

現
在
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
生
じ
た
格
差
拡
大
に
対
す

る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
政
党
と
し
て
、
本
邦
の
自
由
民
主
党
の
政

策18

を
例
に
出
す
。
こ
ち
ら
は
地
方
重
視
、
国
防
・
外
交
・
経
済
重
視
と

い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
中
の
地
方
重
視
は
、
地
方
を
活
性
化

さ
せ
て
自
国
で
で
き
る
こ
と
を
広
げ
て
い
き
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ト
ラ
ン
プ
の
勝
利
と
敗
北
は
、「
お
前
は
我
々
と
同
じ
ネ
イ
シ
ョ
ン
な

の
か
？
」
と
い
う
問
い
に
答
え
ら
れ
た
2
0
1
6
年
と
答
え
ら
れ
な

か
っ
た
2
0
2
0
年
の
差
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
多
国

籍
企
業
も
ま
た
、
こ
れ
か
ら
大
き
な
転
換
を
強
い
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で

は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
積
極
的
に
富
を
拡
大
さ
せ
る
だ
け

で
よ
か
っ
た
が
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
い
う
多
国
籍
企
業
の
活
動
の
正

当
性
を
担
保
し
て
い
た
思
想
が
衰
退
し
、
多
国
籍
企
業
も
ま
た
人
々
か

ら
「
お
前
は
我
々
と
同
じ
ネ
イ
シ
ョ
ン
な
の
か
？
」
と
問
い
か
け
ら
れ
、

そ
れ
に
答
え
な
く
て
は
い
け
な
い
時
代
が
来
る
。

絶
え
間
な
い
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
巡
る
問
い
か
け
を
重
視
す
る
、
そ
れ
が

国
内
主
義
で
あ
る
。

４
．
国
内
主
義
の
拡
散

次
に
、
こ
の
国
内
主
義
が
な
ぜ
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
経
済
的
・

政
治
的
に
ど
の
よ
う
に
拡
散
さ
れ
る
か
を
論
じ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
が
与
え
た
経
済
規
模
は
消
費
支
出
を
下
げ15

、
先
進
国
・

新
興
国
の
区
別
な
く
株
価
を
下
落
さ
せ
た16

。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

に
お
い
て
国
家
間
の
交
易
と
世
界
分
業
に
よ
る
経
済
の
効
率
化
こ
そ
が

経
済
成
長
の
要
因
で
あ
る
。
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
人
・
物
・
金

の
流
れ
が
滞
り
外
需
と
内
需
が
同
時
に
縮
小
し
た
。
国
家
と
い
う
一
つ

の
ネ
イ
シ
ョ
ン
で
経
済
が
完
結
で
き
な
く
な
っ
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
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ン
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
を
志
向
し
て
い
る
。

日
本
共
産
党
と
自
由
民
主
党
の
両
政
策
は
ど
ち
ら
も
方
向
性
は
異
な

る
が
根
本
は
国
内
主
義
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
構
成
員
を

保
護
す
る
政
策
で
あ
る
か
ら
だ
。
即
ち
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
国

内
主
義
は
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
構
成
員
が
有
し
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
に
対
す
る
不
安
と
反
発
に
よ
っ
て
コ
ロ
ナ
以
前
の
時
代
よ
り
も

急
速
に
拡
大
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

５
．�

国
内
主
義
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と

経
済
政
策

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
国
内
主
義
が
世
界
的
に
拡
大
す
る
で
あ
ろ

う
こ
と
は
前
項
で
述
べ
た
。
で
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。

結
論
と
し
て
、
現
在
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
る
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
（
以
下
T
P
P
と
す
る
）
と
類
似
し
た
条
約
が
国
家
間

で
結
ば
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
T
P
P
は
こ
れ
ま
で
全
地
球
的
ネ
イ

シ
ョ
ン
の
中
で
行
わ
れ
て
い
た
貿
易
と
は
違
い
、
地
域
の
中
で
互
い
に

有
利
な
貿
易
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。即
ち
、グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
を
維
持
し
つ
つ
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
無
秩
序
に
拡
大

し
た
経
済
戦
争
を
抑
え
る
意
図
が
あ
る
。
固
定
の
地
域
を
抱
え
込
む
ブ

ロ
ッ
ク
経
済
と
の
違
い
と
し
て
、
地
域
に
と
ら
わ
れ
な
い
複
数
の
国
と

条
約
を
結
ぶ
こ
と
で
、
双
方
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
構
成
員
が
得
を
す
る
よ

う
な
貿
易
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。

現
在
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
貿
易
は
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
構
成

員
を
無
視
し
て
多
国
籍
企
業
が
利
益
を
出
し
て
い
る
。
本
邦
に
お
い
て

も
、A

m
azon

が
脱
税
の
疑
い
を
掛
け
ら
れ
た
前
例
が
あ
る19

。
ま
た
、

G
oogle

やA
m

azon

な
ど
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企
業
が
巧
妙
な

タ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
考
案
し
租
税
を
回
避
し
て
い
る
と
い
う
問

題
も
あ
る20

。こ
う
い
っ
た
タ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
問
題
は
、グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
富
が
国
家
に
税
金
と
し
て
流
れ

な
い
こ
と
で
、
福
祉
が
低
下
し
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
構
成
員
へ
の
不
利
益
を

も
た
ら
す
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
構
成
員
で

あ
る
国
民
を
守
る
た
め
に
、
地
域
ご
と
で
国
家
が
利
益
を
上
げ
る
た
め

の
条
約
が
結
ば
れ
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

６
．
国
内
主
義
に
お
け
る
国
防
政
策

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で
国
防
も
大
き
く
変
化
す
る
。本
邦
を
例
と
す
る
と
、

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約

（
以
下
日
米
安
保
と
す
る
）
を
中
心
に
し
た
国
防
で
は
な
く
、
複
数
の

国
と
積
極
的
に
よ
り
積
極
的
に
軍
事
同
盟
・
安
全
保
障
条
約
を
結
ぶ
べ

き
で
あ
る
。
理
由
と
し
て
、米
国
に
お
け
る
国
内
主
義
の
勃
興
が
あ
る
。

2
0
2
0
年
度
の
米
国
大
統
領
選
挙
で
バ
イ
デ
ン
が
歴
代
一
位
の
得
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票
数
で
勝
利
し
た
と
同
時
に
ト
ラ
ン
プ
が
歴
代
二
位
の
得
票
数
で
敗
北

し
た（
表
3
）。ト
ラ
ン
プ
が
歴
代
二
位
の
票
を
得
た
こ
と
は
、反
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
を
掲
げ
た
ト
ラ
ン
プ
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
に
惹
か

れ
た
有
権
者
、
即
ち
米
国
の
国
内
主
義
者
が
多
か
っ
た
こ
と
を
証
明
し

て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
の
ア
メ
リ
カ
が
主
張
し
て
い
た
米
軍
の
駐

留
経
費
を
上
げ
る21

な
ど
の
主
張
は
、
米
国
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
放
棄
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
ト
ラ
ン
プ
躍
進
の
原
動
力
に

な
っ
た
米
国
の
国
内
主
義
者
が
求
め
て
い
る
こ
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
た
め
の
資
源
を
全
て
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
構
成
員

の
保
護
に
用
い
る
こ
と
だ
。
米
国
の
国
内
主
義
者
は
米
国
が
グ
ロ
ー
バ

ル
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
こ
と
よ
り
も
、
米
国
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
が

手
厚
い
保
護
を
受
け
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
ネ
イ
シ
ョ

ン
の
構
成
員
の
保
護
を
第
一
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
国
内
主
義
と
、
現
在

本
邦
が
行
っ
て
い
る
日
米
安
保
を
中
心
と
し
た
外
交
は
両
立
で
き
な

い
。
よ
っ
て
米
国
を
国
防
の
唯
―
の
軸
に
し
た
ま
ま
だ
と
リ
ス
ク
が
あ

る
。よ

っ
て
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で
本
邦
が
目
指
す
べ
き
は
イ
ア
ン
・
ブ
レ

マ
ー
が
主
張
す
る
ピ
ボ
ッ
ト
国
家
で
あ
る
。
ピ
ボ
ッ
ト
国
家
と
は
他
国

か
ら
経
済
的
・
政
治
的
・
戦
略
的
に
強
く
縛
ら
れ
て
い
な
い
国
で
あ
る
。

ピ
ボ
ッ
ト
国
家
は
、
国
家
の
方
針
を
別
の
も
の
に
旋
回
さ
せ
る
柔
軟
性

を
持
つ
と
さ
れ
る
。
本
邦
が
こ
れ
か
ら
と
る
べ
き
国
防
は
、
グ
ロ
ー
バ

リ
ズ
ム
の
時
代
に
培
っ
た
他
国
と
の
協
力
を
よ
り
一
層
拡
大
さ
せ
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
日
米
安
保
と
同
じ
程
度
に
軍
事
的
な
協
力
関

係
と
な
る
条
約
を
多
数
の
国
と
結
ぶ
の
で
あ
る
。
本
邦
は
数
多
く
の
組

織
的
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
て
い
る
（
表
4
）。
表
4
か
ら
わ
か
る
通

り
関
与
が
少
な
い
ア
フ
リ
カ
諸
国
や
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
と
も
、
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
ピ
ボ
ッ
ト
国
家
を
目
指
す
な
ら
深
く
交
流
す
べ
き

だ
。
特
に
本
邦
は
A
U
の
前
身
で
あ
る
O
A
U
の
時
代
、
O
A
U

の
指
導
者
た
ち
と
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
経
済
発

展
を
遂
げ
る
と
共
に
第
三
世
界
と
の
つ
な
が
り
が
薄
く
な
り
、
欧
米
や

表 3　�2000 年以降における�
アメリカ⼤統領選における得票数順位

順位 人物 選挙年 得票数

1 ジョー・バイデン 2020 81268757

2 ドナルド・トランプ 2020 74216722

3 バラク・オバマ 2008 69498215

4 バラク・オバマ 2012 65915795

5 ヒラリー・クリントン 2016 65844610

6 ドナルド・トランプ 2016 62979636

7 ジョージ・W・ブッシュ 2004 62040610

8 ミット・ロムニー 2012 60933504

9 ジョン・マケイン 2008 59948240

10 ジョン・ケリー 2004 59028444

11 ジョージ・W・ブッシュ 2000 50999897

12 アル・ゴア 2000 50456002
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リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

７
．
国
内
主
義
を
と
る
う
え
で
日
本
の
強
み

結
論
か
ら
書
く
と
、
本
邦
は
国
内
主
義
を
十
分
に
取
り

う
る
。

本
邦
の
貿
易
依
存
度
は
27
・
31
％
で
あ
る22

。
日
本
と
い

う
国
の
富
の
中
で
貿
易
の
占
め
る
割
合
は
比
較
的
低
い
と

考
え
ら
れ
、
本
質
的
に
本
邦
は
外
需
の
国
で
は
な
く
内
需

の
国
で
あ
る
と
い
え
る
。
事
実
、
内
閣
府
の
資
料
に
も
本

邦
は
内
需
が
高
い
と
言
及
さ
れ
て
い
る23

。
さ
ら
に
、
本
邦

の
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
多
く
は
経
済
構
造
的
に
、
地
域
に
根

付
い
た
ロ
ー
カ
ル
企
業
が
上
場
な
ど
せ
ず
ロ
ー
カ
ル
に
活

動
す
る
構
造
で
あ
る24

。
こ
れ
は
韓
国
な
ど
の
外
需
が
経
済

の
中
心
で
あ
る
社
会25

と
は
逆
で
あ
る
。
本
邦
が
経
済
的
に

国
内
主
義
を
行
う
に
は
、
製
造
業
の
30
％
近
く
を
海
外
に

依
存
し
て
い
る
状
態26

を
脱
却
し
、
国
内
で
あ
る
程
度
経
済
を
保
つ
こ
と

が
で
き
る
程
度
の
産
業
の
国
内
回
帰
を
志
向
す
る
こ
と
は
必
須
だ
。
現

在
の
産
業
の
空
洞
化
に
よ
っ
て
、
地
域
産
業
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
、
国
内
で
の
生
産
ノ
ウ
ハ
ウ
が
失
わ
れ
る
こ
と
も
問
題
で
あ
る27

。
地

方
産
業
の
ダ
メ
ー
ジ
と
生
産
ノ
ウ
ハ
ウ
の
喪
失
は
ど
ち
ら
も
ネ
イ
シ
ョ

ン
の
損
失
で
あ
り
、
現
在
政
府
は
地
方
創
生
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
増
強
を

ア
ジ
ア
諸
国
と
よ
り
深
く
関
係
を
持
っ
た
。ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
、

本
邦
の
外
交
は
1
9
5
0
年
代
ご
ろ
の
第
三
世
界
と
深
く
友
好
を
結

ん
だ
時
代
を
参
考
に
す
べ
き
だ
。

以
上
の
よ
う
に
、
国
内
主
義
に
よ
っ
て
全
地
球
的
ネ
イ
シ
ョ
ン
が
分

解
さ
れ
、国
際
的
な
ル
ー
ル
で
は
な
く
個
々
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
が
経
済
的
・

外
交
的
に
相
互
協
力
体
制
を
築
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ

表 4　�本邦が参加、協⼒している地域的ネイション⼀覧

組織名 参加国 本邦の関与
ASEAN 10 ASEAN+3 としての参加
三国協力事務局 3 加盟国
SAARC 8 オブザーバー
CICA 26 オブザーバー
ACD 34 ACD 主要十か国
PIF 16 パートナー国
欧州評議会 47 オブザーバー
OAS 35 オブザーバー
SICA 8 域外オブザーバー
カリブ諸国連合 25 オブザーバー
太平洋同盟 4 オブザーバー
APEC 21 加盟国
イベロアメリカ首脳会議 22 オブザーバー
OSCE 57 協力国
NATO 30 グローバル・パートナー国
ASEM 49 加盟国
TPP 11 加盟国
ARF 26 加盟国
RCEP 15 加盟国
PALM 19 主催国
Quad 4 加盟国
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昇
す
る
と
世
界
的
に
穀
物
不
足
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る32

。
温
暖
化

は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
対
応
す
べ
き
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
自
国
内

で
国
民
を
養
え
る
だ
け
の
食
糧
供
給
能
力
を
整
え
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
、
将
来
的
に
見
込
ま
れ
る
人
口
増
加
と
、
世
界
中
で
起

こ
る
天
候
不
順
を
考
え
る
と
本
邦
の
農
業
は
生
産
拡
大
を
前
提
に
す
べ

き
だ33

。
生
産
余
剰
の
問
題
は
、
前
述
し
た
個
々
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
相
互

協
力
体
制
に
お
い
て
は
、
友
好
国
が
食
糧
危
機
に
陥
っ
た
時
に
輸
出
す

る
こ
と
で
外
交
の
武
器
と
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
W
W
Ⅱ
後
の
減

反
政
策
は
、
余
っ
た
米
を
廃
棄
す
る
こ
と
か
ら
発
生
し
た
政
策
で
あ
る

が
、ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
生
産
余
剰
は
外
交
の
武
器
と
な
り
う
る
。

よ
っ
て
、
外
交
的
に
は
ブ
レ
マ
ー
が
提
言
し
た
ピ
ボ
ッ
ト
国
家
を
目

指
し
、
内
政
と
し
て
農
本
主
義
の
部
分
的
復
活
を
提
言
す
る
。
農
本
主

義
は
明
治
維
新
以
降
近
代
化
に
対
抗
す
る
形
で
出
て
き
た
農
業
・
農
村

社
会
の
維
持
存
続
を
目
指
す
思
想
で
あ
る
。
現
代
は
技
術
の
発
達
で
人

一
人
当
た
り
が
管
理
で
き
る
農
地
が
増
え
て
い
る
。
日
本
に
42
・
3
万

ha

存
在
す
る
耕
作
放
棄
地34

を
全
て
水
稲
に
す
る
と
ほ
ぼ
日
本
の
人
口

が
養
え
る
（

36
・
35

図
2
）。
こ
れ
は
単
純
化
し
た
モ
デ
ル
だ
が
、
耕
作
放
棄

地
に
は
そ
れ
だ
け
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
農
本
主
義

の
部
分
的
な
復
活
は
環
境
保
護
に
も
つ
な
が
る
。
本
邦
の
生
物
の
多
く

は
里
山
と
い
う
人
が
手
を
入
れ
た
自
然
に
適
応
し
て
い
る
。
近
年
数
を

減
ら
し
て
い
る
カ
エ
ル
や
ホ
タ
ル
も
里
山
を
手
入
れ
し
た
ら
数
が
増
え

た
と
い
う
報
告
が
あ
る37

。

掲
げ
て
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
喪
失
を
埋
め
合
わ
せ
よ
う
と
し
て

い
る28

。
だ
が
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
等
で
は
地
方
経

済
回
復
の
本
質
的
な
対
処
に
な
ら
な
い
と
明
ら
か
に
な
っ
た
。
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
で
物
流
が
止
ま
る
と
、
国
外
に
存
在
す
る
経
済
圏
内
の
施
設
が

使
え
な
く
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
国
内
の
経
済
そ
の
も
の
が
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
る
。
そ
れ
故
に
、
地
方
創
生
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
増
強
で
は
な
く

本
質
的
な
産
業
の
国
内
回
帰
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
問
題
と

し
て
食
糧
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
重
大
な

要
素
で
あ
っ
た
人
・
物
・
金
の
流
れ
と
同
時
に
食
糧
の
世
界
的
な
流
れ

も
新
型
コ
ロ
ナ
で
鈍
化
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
食
糧
問
題
は
明

確
な
世
界
的
危
機
と
し
て
あ
っ
た
。
2
0
5
0
年
に
世
界
人
口
が
現

在
の
1
・
6
倍
に
な
る29

と
さ
れ
、
食
糧
の
単
収
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
。

例
と
し
て
ア
メ
リ
カ
農
務
省
が
公
表
し
た
W
A
S
D
E
で
ア
メ
リ
カ

国
内
の
単
収
・
生
産
量
が
下
方
修
正
さ
れ
た30

。
本
邦
も
現
在
の
よ
う
に

世
界
第
一
位
の
農
産
物
の
純
輸
入
国31

の
状
態
だ
と
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に

お
け
る
食
糧
危
機
に
対
応
で
き
な
い
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
、
ネ

イ
シ
ョ
ン
の
構
成
員
の
保
護
と
食
糧
危
機
は
密
接
に
か
か
わ
っ
て
く

る
。
国
内
主
義
に
お
い
て
食
糧
輸
出
国
の
政
府
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
構
成

員
の
保
護
を
第
一
に
す
る
の
で
、
自
国
で
食
糧
危
機
が
生
じ
る
と
他
国

に
輸
出
す
る
食
糧
は
止
め
ら
れ
る
。
特
に
現
代
は
温
暖
化
と
い
う
食
糧

危
機
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。
例
と
し
て
、
今
後
平
均
気
温
が
2
℃
以
上
上
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８
．
B
I
こ
そ
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
切
り
札
で
あ
る

こ
れ
ま
で
B
I
は
社
会
保
障
の
革
新
的
な
手
段
と
し
て
扱
わ
れ
て

き
た39

。
だ
が
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
B
I
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
構

成
員
の
保
護
と
ネ
イ
シ
ョ
ン
内
部
の
発
展
を
担
う
重
要
な
要
素
と
な

る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
時
代
に
お
い
て
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
弱
体
化
の

原
因
と
な
っ
た
産
業
の
空
洞
化
と
食
糧
生
産
能
力
の
低
下
は
、
人
件
費

が
原
因
で
起
き
た
も
の
で
あ
る
。よ
っ
て
、国
内
主
義
を
行
う
に
あ
た
っ

て
必
要
な
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
回
復
の
た
め
に
、
産
業
の
国
内
回
帰
と
農
本

主
義
の
部
分
的
な
復
活
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
解
決
策
と
し
て
、

国
か
ら
最
低
限
の
生
活
保
障
と
し
て
の
B
I
が
あ
る
。
B
I
な
ら
ば

賃
金
引
き
上
げ
で
救
済
で
き
な
い
自
営
業
と
し
て
の
農
家
も
救
済
し
、

本
邦
の
食
糧
自
給
率
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
現
在
本
邦
が

取
り
組
ん
で
い
る
失
業
な
き
労
働
移
動40

と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
最
低
限
の
生
活
の
保
障
と
雇
用
の
流
動
化
が
実
現
す
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
容
易
に
事
業
な
ど
に
挑
戦
し
や
す
く
な
り
、
経
済
の
活
性
化
・

技
術
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
期
待
で
き
る
と
い
う
利
点
も
挙
げ
ら
れ

る
。B

I
は
現
在
多
く
の
国
が
導
入
を
す
る
か
議
論
し
て
い
る
が
、
本

邦
が
行
っ
た
G
o
 
T
o
と
10
万
円
一
律
配
布
（
以
下
コ
ロ
ナ
政
策
と

す
る
）
は
本
邦
の
B
I
に
よ
る
経
済
振
興
の
革
新
的
な
先
例
と
な
っ

た
。
ま
だ
G
o
 T
o
の
経
済
効
果
は
正
確
に
算
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、

さ
て
、
上
述
し
た
産
業
の
国

内
回
帰
と
農
本
主
義
の
部
分
的

な
復
活
を
考
え
る
う
え
で
重
要

な
の
が
人
件
費
の
問
題
で
あ

る
。
産
業
の
空
洞
化
は
本
邦
の

人
件
費
高
騰
が
原
因
の
一
つ
で

あ
っ
た
し
、
本
邦
に
お
け
る
耕

作
放
棄
地
の
問
題
も
、
農
家
の

高
齢
化
が
原
因
で
あ
り
農
家
の

高
齢
化
は
離
農
者
の
多
さ
が
原

因
で
あ
る
。
新
規
就
農
者
の
三

割
が
生
活
が
安
定
し
な
い
こ
と

を
理
由
に
五
年
以
内
に
離
農
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
労
働
に
対

し
人
件
費
が
低
い
と
い
う
問
題

が
耕
作
放
棄
地
の
根
本
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る38

。
よ
っ
て
、
本
邦
が
国

内
主
義
を
中
心
に
す
る
た
め
に
は
こ
の
人
件
費
の
問
題
を
解
決
し
な
く

て
は
い
け
な
い
。

そ
こ
で
本
論
の
最
後
に
人
件
費
の
問
題
を
解
決
し
つ
つ
本
邦
が
疫
病

に
強
い
社
会
に
な
る
た
め
の
提
言
と
し
て
、ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム（
以

下
B
I
と
表
記
）
に
つ
い
て
述
べ
る
。 1ha 当たり水稲は米は 52800kg 収穫できる

耕作放棄地は 423000ha
耕作放棄地すべてを水稲にすると 22334400000kg 収穫できる

米は一キロで 3500kcal
よって休耕田は 78170400000000kacl 生み出せる

日本人一人当たり 2000kcal 必要である
日本人は一年あたり 670000kcal 必要である

よって休耕田で日本人を約 116670000 人養える

図 2　耕作放棄地をすべて使うと何人養えるか
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る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
経
済
的
に
受
け
る
ダ
メ
ー
ジ
よ
り
も
国
内
で
あ

る
程
度
経
済
を
完
結
さ
せ
る
た
め
に
B
I
で
金
を
配
っ
た
ほ
う
が
コ

ス
ト
が
低
い
状
態
に
な
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
が
疫
病
に
対
し
て
B
I
に

よ
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
構
成
員
の
保
護
の
勝
利
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
人
類
が
捨
て
る
こ
と
は
難
し
い
。
故
に
、
本
邦
は
可
能

な
限
り
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
共
存
し
て
い
き
な
が
ら
、
ネ
イ

シ
ョ
ン
を
守
る
た
め
に
B
I
の
導
入
を
議
論
す
べ
き
で
あ
る
。

９
．
終
わ
り
に

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
は
激
動
の
時
代
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
G
0
、
地

球
的
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
解
体
、
国
内
主
義
の
勃
興
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の

失
墜
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
秩
序
の
崩
壊
等
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
の
世

界
の
変
化
に
負
け
な
い
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
時
代
の
変
化
が
訪
れ
る
だ
ろ

う
。そ

の
中
で
本
邦
は
何
が
で
き
る
か
、
著
者
を
含
む
我
々
日
本
人
は
何

が
で
き
る
か
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
一
員
と
し
て
我
々
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
ど

の
よ
う
に
す
べ
き
か
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
拡
大
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と

は
違
う
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
守
っ
て
い
く
国
内
主
義
の
中
で
考
え
て
い
か
な

く
て
は
い
け
な
い
。

そ
し
て
著
者
は
人
類
は
そ
の
動
乱
の
時
代
を
乗
り
越
え
て
い
け
る
と

信
じ
て
い
る
。

事
前
の
予
測
で
旅
行
の
需
要
を
55
％
、
外
食
の
需
要
を
20
％
、
イ
ベ
ン

ト
の
需
要
を
45
％
押
し
上
げ
る41

と
さ
れ
て
い
た
。
著
者
の
周
囲
も
コ
ロ

ナ
政
策
で
助
か
っ
た
と
い
う
声
や
、
そ
れ
に
よ
っ
て
少
し
旅
行
し
て
み

た
と
い
う
声
は
多
い
。
今
後
B
I
を
検
討
す
る
う
え
で
、
今
回
の

G
o
 T
o
の
効
果
は
参
考
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

他
の
B
I
の
利
点
と
し
て
、
他
国
で
疫
病
が
発
生
す
る
と
物
流
を

止
め
て
B
I
で
国
内
の
経
済
を
回
す
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
邦
の

防
疫
に
対
す
る
強
み
と
し
て
、
島
国
と
い
う
立
地
が
あ
る
。
本
邦
の
島

国
と
い
う
立
地
の
防
疫
的
な
強
み
は
、
本
邦
の
公
衆
衛
生
の
歴
史
に
お

い
て
狂
犬
病
根
絶42

や
住
血
吸
虫
根
絶43

な
ど
の
業
績
が
示
し
て
い
る
。
今

回
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
本
邦
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
依

存
し
て
い
る
経
済
体
制
の
せ
い
で
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
が
遅
れ
た
。一
方
、

本
邦
と
同
じ
島
国
で
あ
る
台
湾
は
早
期
に
国
外
と
の
人
・
物
・
金
の
流

れ
を
シ
ャ
ン
ト
ダ
ウ
ン
し44

、
あ
る
程
度
国
内
で
人
・
物
・
金
の
流
れ
を

回
し
た
。
今
回
の
台
湾
と
同
じ
よ
う
に
動
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
経
済

ダ
メ
ー
ジ
は
今
よ
り
も
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
本
邦
を
合
め

た
多
く
の
国
と
台
湾
を
比
べ
る
と
経
済
ダ
メ
ー
ジ
は
台
湾
が
少
な
い
。

今
回
の
台
湾
の
防
疫
体
制
は
大
い
に
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
本
邦
が
完
全
に
台
湾
の
模
倣
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
台
湾

は
本
邦
よ
り
も
人
口
が
圧
倒
的
に
少
な
く
、食
料
自
給
率
も
高
い45

。よ
っ

て
、
B
I
に
よ
っ
て
農
業
に
取
り
組
み
や
す
く
し
、
ま
た
人
・
物
・

金
の
流
れ
が
止
ま
っ
て
も
国
内
で
経
済
を
回
せ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
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